
第３回調査でも、家での学習の量的な特徴

を、�１週間の勉強日数、�１日の勉強時間、
�テスト勉強の開始時期の３つの側面からと
らえた。

まず、中学生は週に何日くらい勉強してい

るのか。全体としてみると、「週に半分以下

しかしない（２～３日）」とする者が２４．７％

ともっとも多い。これに、「家ではほとんど

勉強しない」がほとんど同率で続き（２３．１％）、

「週に半分以上はする（４～５日）」も２割を

超えている（２１．１％）。「ほとんど毎日する（週

に６～７日）」も１８．７％を数えており、１週

間の勉強日数の個人差は大きい（表１－１－

５）。

時系列でみると、「週に半分以上はする（４

～５日）」と「週に半分以下しかしない（２

～３日）」の占める割合が若干小さくなり、

逆に「家ではほとんど勉強しない」が第２回

調査と比べて６．４ポイント増えているのが目

立った特徴である（同表）。ただし、「ほとん

ど毎日する（週に６～７日）」の割合に大き

な変化はみられず、学習頻度（勉強日数）の

点からみれば全体に中学生が勉強しなくなっ

たとはいえない。

２．家での学習の様子

�家庭学習の頻度
中学生の家での勉強は、「週に半分以下しかしない（２～３日）」が全体の４
分の１で最多。全般に学習頻度が著しく少なくなったという事実はないが、
「家ではほとんど勉強しない」中学生が第２回調査よりも６．４ポイント増加し
ている。

表１－１－５ 家庭学習の頻度（時系列）

注）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

ほとんど毎日する（週に６～７日） １９．９ １８．７ １８．７

週に半分以上はする（４～５日） ２７．０ ２３．０ ２１．１

週に半分以下しかしない（２～３日） ２６．８ ２９．１ ２４．７

週に１日くらいしかしない（１日くらい） ８．９ １１．６ １１．３

家ではほとんど勉強しない １７．１ １６．７ ２３．１

家での勉強についてうかがいます（学習塾や予備校、家庭教師

との学習は除きます）。あなたはふだん、家でどのくらい勉強

をしますか。

（％）
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《家庭学習時間》

１日の学習時間についてはどうか。「学習

塾や予備校、家庭教師について勉強する時

間」を含め、学校での授業以外で勉強に費や

す時間を尋ねた。

まず、「平日（月曜日～金曜日）の学習時

間」をみてみる。もっとも多いのは「１時間」

で２割を占める（２０．８％）。とはいえ、「ほと

んどしない」～「２時間」と回答した者の割

合はいずれも１５％前後となっており、ここで

も個人差の大きさが浮き出ている（図１－１

－４）。顕著なのは、第１回・第２回調査時

点からの変化である（同図）。「ほとんどしな

い」と「およそ３０分」という短い学習時間の

層が、第１回調査では１８．８％にすぎなかった

が、第２回調査では微増し、さらに第３回調

査では３０．７％に達した。１０余年でおよそ１２ポ

イントの増加である。

「日曜日の学習時間」についてはどうか（図

１－１－５）。もっとも多いのは、「ほとんど

しない」で全体の３分の１を占める（３４．２％）。

これに、「およそ３０分」と「１時間」がいず

れも１７％台で続いている。時系列変化も目立

っている（同図）。「ほとんどしない」層の割

合は、この５年間で１０ポイントも増加し

（２４．１％→３４．２％）、「およそ３０分」も４．４ポイ

ントの増加となった。その分、「１時間３０分」

以上を勉強に費やす中学生の割合が減ること

になった。

《テレビ視聴時間》

学習時間とトレード・オフ関係にあるとい

われる「テレビの視聴時間」についてはどう

か。「ふだん（月曜日～金曜日）」の視聴時間

をいくつかのカテゴリーに分けて、分布の様

子をみた（図１－１－６）。これによると、

もっとも多いのは、「３時間３０分」よりも長

い「それ以上」の層であり、全体の３割程度

を占める（３０．９％）。一日に「２時間以上」

テレビを見る中学生は８３．１％に及んでおり、

「ほとんど見ない」という中学生は、わずか

１．９％にすぎない。「テレビ漬け」ともいえる

生活は、一昔前と比べてますます際立ってき

た。「それ以上」と回答した中学生の割合は、

この間に１３．４ポイントも増えている（１７．５％

→３０．９％）。とりわけ、この５年間の変化が

顕著であり、増えた視聴時間の大半は直近の

５年間に生じたものである。

�家での学習時間
平日の家庭学習時間に関して、「ほとんどしない」と「およそ３０分」という
中学生が３０．７％に達し、第１回調査よりもおよそ１２ポイント増加した。逆に、
テレビの視聴時間は、大幅に増加している。

Ｑ
●あなたはふだん（月曜日～金曜日）、学校での授業以外に１

日に何時間くらい勉強していますか。学習塾や予備校、家庭

教師について勉強する時間も含めてください。
●日曜日は、家で何時間くらい勉強しますか。学習塾や家庭教

師について勉強する時間も含めてください。
●ふだん（月曜日～金曜日）テレビを１日に何時間くらい見ま

すか。
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図１－１－４　平日の家庭学習時間（時系列）�
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図１－１－５　休日の家庭学習時間（時系列）�
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中学生は、定期考査に向けた勉強をいつ頃

始めているのか。テスト勉強の開始時期を手

がかりに、中学生の家庭学習の量的な特徴を

探ってみる（表１－１－６）。

全体として、もっとも多いのは「１週間く

らい前から」であり、全体の３分の１がこれ

に該当する（３２．３％）。続いて、「２週間くら

い前から」（２４．３％）、「１０日くらい前から」

（１８．７％）となっている。「１週間くらい」以

前に準備をする中学生が４分の３に及んでい

る。「ほとんどしない」はわずか３．３％である。

なお、比較的早くから準備する割合は、女子

の場合に若干大きくなっている。

さらに、少なくとも定期考査の勉強の開始

時期が遅くなっているという事実は見当たら

ない（同表）。「２週間くらい前から」にいた

っては、第１回調査よりも５．４ポイント増加

しているほどである。

テスト勉強の開始時期
「１週間くらい前から」定期考査の勉強を始める中学生が全体の３分の１。
「１週間くらい」以前に準備を始めるケースが４分の３に及ぶ。第１回・第
２回調査よりも開始時期が遅くなっているというわけではない。

表１－１－６ テスト勉強の開始時期（時系列・性別）

注１）＜ ＞は男女で５％以上差があるもの。
注２）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

２週間くらい前から １８．９ ２０．０ ２４．３ ２１．９ ２６．９

１０日くらい前から ２０．９ ２２．６ １８．７ １８．８ １８．６

１週間くらい前から ３０．５ ３１．９ ３２．３ ３１．７ ３３．０

４～５日くらい前から １２．５ １２．１ ９．５ ９．３ ９．９

２～３日くらい前から １０．０ ７．９ ８．４ ９．１ ７．５

前日から ２．６ ２．３ ２．４ ３．３ １．４

当日の朝くらい ０．７ ０．４ ０．６ ０．８ ０．３

ほとんどしない ３．４ ２．２ ３．３ ４．４ ２．１

テスト（定期考査）前には、あなたはいつ頃からテスト勉強を

始めますか。

（％）

＜
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これまで、家での勉強の量的な側面に焦点

を合わせてデータを眺めてみた。以下では、

「どのような内容の学習をどのように進めて

いるか」という面について、検討を加えるこ

とにする。

まず、「家での勉強の種類」について８つ

（第３回）の選択肢を用意し、複数回答を求

めた（表１－１－７）。もっとも実施率が高

いのが、当然ながら「学校の宿題」である。

全体の８４．５％が該当する。これとはずいぶん

開きがあるが、「学校の授業の復習」

（４２．０％）が続いている。これらからさらに

水をあけられて、「塾や予備校の授業の予習・

復習」「書店などで売っている問題集・参考

書」「『進研ゼミ』のような通信教育」が２５％

前後で続き、「学校の授業の予習」も２割を

超えている。なお、性別にみると、ほとんど

の項目で女子が男子を上回って実施している

（「塾や予備校の授業の予習・復習」を除く）。

第１回・第２回調査と比べて、大きく減っ

ているのが「宅配の家庭学習教材」であり、

１２ポイントほど減じている。さらに、「学校

の授業の予習」「学校の宿題」「学校の授業の

復習」がそれぞれ５ポイント程度減少してお

り、家庭での勉強が学校の授業と切り離され

ている様子がうかがえる。中学校で「宿題が

出されなくなった…」といわれる現象も、こ

の変化の一端を表しているのかもしれない。

�家での勉強内容
全体に女子の実施率が高い。家での勉強の中心は「学校の宿題」である。「学
校の授業の予習」「学校の宿題」「学校の授業の復習」が５ポイント程度減少
し、学校の授業にかかわる勉強が次第に後退しつつある。

表１－１－７ 家での勉強内容（時系列・性別）

注１）複数回答。 注２） は該当項目なし。 注３）＜ ＞は男女で５％以上差があるもの。 注４）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４）第２回（２７５５）第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

学校の宿題 ８９．９ ８７．６ ８４．５ ８０．４ ８８．９

学校の授業の予習 ２７．８ ２４．８ ２１．９ ２０．２ ２３．７

学校の授業の復習 ４６．３ ４７．５ ４２．０ ３８．７ ４５．７

塾や予備校の授業の予習・復習 ２６．５ ２６．５ ２６．５

塾や予備校の授業の予習 １１．６ １２．３

塾や予備校の授業の復習 １５．３ １７．５

「進研ゼミ」のような通信教育 １９．１ ２８．６ ２３．２ ２０．０ ２６．５

宅配の家庭学習教材 １８．５ ８．９ ６．４ ５．３ ７．５

書店などで売っている問題集・参考書 ３１．１ ２４．７ ２０．７ ２９．１

その他 ５．４ ４．８ ５．３ ４．８ ５．７

家では主にどんな勉強をしていますか。

（％）

＜

＜

＜

＜
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第３回調査では、家での学習の様子を探る

ために、全部で１１項目（今回新設の２項目を

含む）を設定した。

「あてはまる」「まああてはまる」と回答し

た割合が大きかったのは、「出された宿題を

きちんとやっていく」で全体の９１．３％が該当

した（表１－１－８）。これに、「嫌いな科目

の勉強も一生懸命する」（７２．６％）、「家族に

言われなくても自分から進んで勉強する」

（６１．７％）、「自分で興味を持ったことを、学

校の勉強に関係なく調べる」（５９．１％）、「ラ

ジオやテレビ、CDをつけっ放しで勉強す

る」（５７．４％）、「机に向かったら、すぐに勉

強にとりかかる」（５６．８％）という状況が比

較的多くみられる。

変化についてはどうか（図１－１－７）。

第２回調査では、「計画を立てて勉強する」

など学習の習慣化にかかわる項目で肯定的な

�家での学習の様子
「出された宿題をきちんとやっていく」は９１．３％と高率である。第２回調査
で増えた学習の習慣化にかかわる項目で、さらに肯定的な回答が増えた。「な
がら勉強」は第２回調査よりもさらに多くの中学生に広がっている。

表１－１－８ 家での学習の様子

注）サンプル数は２５０３人。

Ｑ

あてはまる まああてはまる あてはまる＋まああてはまる

出された宿題をきちんとやっていく ４０．５ ５０．８ ９１．３

嫌いな科目の勉強も一生懸命する １９．９ ５２．７ ７２．６

家族に言われなくても自分から進んで勉強
する １９．３ ４２．４ ６１．７

ラジオやテレビ、CDをつけっ放しで勉強
する ３３．１ ２４．３ ５７．４

机に向かったら、すぐに勉強にとりかかる １０．７ ４６．１ ５６．８

計画を立てて勉強する １０．９ ３３．２ ４４．１

授業で習ったことは、その日のうちに復習
する ８．３ ３３．５ ４１．８

授業で習ったことを、自分でもっと詳しく
調べる ３．９ ３５．３ ３９．２

予習をしてから授業を受ける ６．１ ２８．８ ３４．９

自分で興味を持ったことを、学校の勉強に
関係なく調べる ２５．９ ３３．２ ５９．１

「勉強は学校だけですればいい」と思う １４．８ ３２．３ ４７．１

家での勉強の様子についてうかがいます。

（％）
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注１）数値は「あてはまる」と「まああてはまる」の合計。�
注２）＊は第１回、第２回に該当項目なし。�
注３）サンプル数は第１回２５４４人、第２回２７５５人、第３回２５０３人。�
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図１－１－７　家での学習の様子（時系列）�
�
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第２回�

第３回�

第３回�

第３回�

出された宿題を�
きちんとやっていく�

嫌いな科目の勉強も�
一生懸命する�

家族に言われなくても�
自分から進んで勉強する�

ラジオやテレビ、CDを�
つけっ放しで勉強する�

机に向かったら、すぐに
勉強にとりかかる�

計画を立てて勉強する�

授業で習ったことは、
その日のうちに復習する�

授業で習ったことを、
自分でもっと詳しく調
べる�

予習をしてから授業を
受ける�

自分で興味を持ったこ
とを、学校の勉強に関
係なく調べる＊�

「勉強は学校だけで�
すればいい」と思う＊�

反応が増えたが、第３回調査でその水準を維

持するだけでなく、「嫌いな科目の勉強も一

生懸命する」という回答がさらに４．３ポイン

ト増加した。そんな中で、「ラジオやテレビ、

CDをつけっ放しで勉強する」に「あてはま

る」と回答した割合が第１回調査と比べて

１２．８ポイント、第２回調査と比べて７．１ポイ

ント増加した点が目立つ（基礎集計表参照）。
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第３回調査では、学校での授業や宿題以外

に中学生がどのような学習活動を行っている

かを尋ねた（表１－１－９）。設定した９つ

の項目の中で、中学生にとってもっとも日常

的な学習活動は、「読みたい本を本屋で探し

て買う」（「よくする」「時々する」の合計：

６９．４％）であり、「ペットや動物・植物の世

話をする」（５２．５％）も半数を超えている。「文

学作品や小説・物語を読む」（４４．３％）や「新

聞のニュース欄を読む」（４１．９％）も比較的

多い。これに対して、「美術館や博物館に行

く」（１３．２％）、「日記をつける」（１９．４％）、「自

然や動物・植物の本を読む」（２３．２％）は中

学生にとってはなじみの薄い学習活動である。

全般に、女子のほうがこれらの活動にかか

わるケースが多く、特に「日記をつける」と

「ペットや動物・植物の世話をする」は女子

にひときわ顕著である。

�日常生活の中での「学習」
中学生にとってもっとも日常的な学習活動は、「読みたい本を本屋で探して
買う」である。「美術館や博物館に行く」「日記をつける」はあまりなされな
い。「日記をつける」「ペットや動物・植物の世話をする」は女子に顕著であ
る。

表１－１－９ 日常生活の中での「学習」（性別）

注１）数値は「よくする」と「時々する」の合計。
注２）
 	は男女で１０％以上、＜ ＞は５％以上差があるもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

全体（２５０３） 男子（１３０７） 女子（１１８４）

読みたい本を本屋で探して買う ６９．４ ６７．１ ７１．８

ペットや動物・植物の世話をする ５２．５ ４４．６ ６１．１

文学作品や小説・物語を読む ４４．３ ３６．５ ５２．７

新聞のニュース欄を読む ４１．９ ４３．０ ４０．３

地域の図書館で本を読んだり借りたりする ３０．９ ２７．１ ３５．１

歴史小説や歴史の本を読む ２８．４ ３２．１ ２４．３

自然や動物・植物の本を読む ２３．２ ２４．７ ２１．５

日記をつける １９．４ ９．４ ３０．６

美術館や博物館に行く １３．２ ９．３ １７．６

あなたは、ふだん（学校の授業や宿題以外で）次のことをどの

くらいしますか。

（％）







＜

＞




＜
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中学生の家庭環境は、さまざまな形で彼ら

の学習に影響を及ぼす。ここでは、１０項目を

設けて、該当するかどうかを尋ねた（表１－

１－１０）。

まず、物質的な環境として、「自分一人の

勉強部屋を持っている」が６４．１％に及んでい

る点が注目される。３人に２人は自分だけの

学習空間が用意されている。「家には本（マ

ンガや雑誌以外）がたくさんある」という中

学生も５８．２％に及ぶ。なお、この点はこの１０

余年にわたって変化していない。

次に、父母とのコミュニケーションについ

てはどうか。「お父さんやお母さんとよく話

をする」が６６．６％を数え、特に、「お母さん

は私の成績をよく知っている」という中学生

が８４．１％に達している。なお、「お父さんは

私の成績をよく知っている」という回答は

５３．２％にとどまっている。これに対して、「ほ

とんど毎日、家の人は私に『勉強しなさい』

と言う」（３５．０％）ことも比較的少なく、「こ

の１か月の間に、お父さんやお母さんに勉強

をみてもらったことがある」（２５．０％）とか

「家の人に博物館や美術館に連れていっても

らったことがある」（４０．４％）という具体的

なかかわり方はあまり一般的とは言えない。

なお、大学・短期大学の進学率上昇にともな

って、父母の「高学歴化」が進んでいる。

�家庭環境
「勉強部屋を持っている」中学生がおよそ３分の２に達する。「親とよく話を
する」中学生も同じ程度の割合を占める。成績に対する母親の関心は高いが、
具体的に「勉強をみる」などのかかわり方は比較的少ない。

Ｑ あなたの家のことについてうかがいます。

●第３回学習基本調査 中学生版

－３７－



表１－１－１０ 家庭環境（時系列）

注１）複数回答。
注２） は該当項目なし。
注３）（ ）内はサンプル数。第２回調査は、回答を拒否した１００名を除外して計算した。

第１回（２５４４） 第２回（２６５５） 第３回（２５０３）

家には本（マンガや雑誌以外）がたくさん
ある ５８．２ ５８．２ ５８．２

自分一人の勉強部屋を持っている ６２．７ ６２．８ ６４．１

ほとんど毎日、家の人は私に「勉強しなさ
い」と言う ３８．２ ３６．９ ３５．０

この１か月の間に、お父さんやお母さんに
勉強をみてもらったことがある ２５．０

お父さんやお母さんとよく話をする ６６．６

お母さんは私の成績をよく知っている ８２．８ ７９．７ ８４．１

お父さんは私の成績をよく知っている ５０．３ ４９．３ ５３．２

家の人に博物館や美術館に連れていっても
らったことがある ４２．６ ４６．０ ４０．４

お父さんは大学を卒業している ３１．３ ３５．３ ４１．３

お母さんは大学や短期大学を卒業している ２４．７ ２９．７ ３８．４

（％）

●第３回学習基本調査 中学生版

－３８－


	p29
	p30
	p31
	p32
	p33
	p34
	p35
	p36
	p37
	p38

